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「猫」　　　　　加賀田優子

 
窓をあけたら思いのほか風がつよかった。
崩れたダンボールの束が盛り塩につっこみ、あたりに塩が飛び散る。
ああ。
ああああああ。
やだやだいやだ、もーいやだ、ぜんぶやだ、と畳につっぷす、のを堪えて、椅子の上のガムテープを掴
んだ。
そこに、のそ、と玄関のドアをすりぬけ、入ってきたのが猫だった。
新生活に霊はつきものだがこれには驚いた。
白っぽい猫だ。
ちょっと太り気味ではあるが、首がひん曲がっていたりしないし、どこの内臓もでていない。
ようするにぜんぜんグロいところがない。
ふさふさの尾をまっすぐにたて、ゆっくりとこちらに近づいてくる。
むちっとした頬、からとびだしているヒゲが、歩くのにあわせて動いていた。
見れば見るほどむしろ、かわいい、が私の全身をかけめぐった。
かわいい。
かわいいぞ。
そうして、ぽて、むち、ふわ、と足元までやってきた猫は、しかしこちらをスルーして窓のそばの日溜
まりに入った。
畳の匂いを嗅いでいる。
ちいさい鼻の先がぴくぴくとなっているのがまたかわいい。
やがて猫はそこに寝そべり、あっというまにまるくなった。
どうしてこう、無防備な動物の姿というのは、こんなにも人のこころをとろかすのか。
もう猫から目を離せないまま、手の中のガムテープがぐにぐにとなる。
そこで気がついた。

猫の背中にくっついているものがあった。

それは花弁だった。

毛並みが白に近いので、似た色の花弁はほとんど同化していてわからなかったのだ。

気づいたとたんにそれはくっきりと見えはじめた。

呼吸にあわせてゆるく上下する背中へ。腹へ。顔へ。脚へ。尾へ。

降るようにそれは増えた。

白っぽい、という印象だった猫が、ぼんやりと桃色にかわっていく。

そして全身が覆いつくされる、という手前で、私はガムテープから手を離した。

ふりかえり、こぼれた塩のそばに向かい、ひざまずいて手で塩を集めた。

そのまま小皿に戻し、山をつくる。

ぎゅう、と強めにかたちを整えた。

ふりかえる。

そこにはもう日溜まりだけだった。

手を伸ばして転がったガムテープを拾うと変形していた。

爪ではじまりを見つけ、軽くひっぱり、びびび、と千切って輪にする。

まだ塩の散っているあたりに押しつけると、かすかにざり、ざり、という音がした。



創作　写真を撮った話           はだし

 
 
友人と飲み屋街を歩いていると「写真を撮ってください」にはじめて遭遇した。いきなりみせられた機械の高性能そうな佇まいに
圧倒され、あっというまにその場の力関係は、集団＝私の友人＞機械＞私となった。友人がさらりと私の後ろへ身を隠す。このや
ろう。機械さまを手渡していただいた私めは、ただ言われた通りに押させていただく、に終始した。というかさせていただくしか
なかった。なんとか二枚をとり終え、私たちは集団と別れた。二枚なのはどうやら一枚目が暗かったから、らしい。最初からフラ
ッシュたいとけ、いや、フラッシュたいていただきとうございます、が正しいか。こういうの、苦手だ。別れてから少し歩いて振
り返ると、件の集団はまだあの「現場」でわやわやとした雰囲気を噴出させていた。

（対応、これでよかったんやろか）

 
私はほっぺのニキビに悩み、コンビニへゆく途中にひっくり返るわからん虫に同調（けっして同情などではない）し涙するような
、いわゆるノン艶姿薄氷ボーイである。ぱりぱりハートなんである。しかし、だ。そういうボーイであるがゆえに、己の弱点は心
得ているつもりだった。こういったこころの危機についても（あれだ、これこれがこうして写真撮ってあれだとあれで、たぶん事
後に後悔が来るやつだ、でも、きっと「大丈夫」だ「大丈夫」に違いない）という大丈夫ありきの精神論的ごまかしテクを用意し
、こころのダメージに備えていたのだ。備えてはいた。いたにはいたのだが、びっくりするほど敵は強すぎた。というか自軍が弱
すぎた。写真とってください砲に、私の「大丈夫」砦はボッコボコの穴だらけ、門はがばがば。結果、めちゃくちゃ動揺してしま
った。そうなってしまえばもう、これはあれだ、泥沼である。私、ないしはあなたのスーファミのソフトを何本か飲み込んだは

ずの、あの泥沼である。（これをもし読んでいるなら泥沼よ、早急にロックマンＸ2をお返しいただきたい、待ってるから、お願い
）

 
泥沼は私の頭からこころにいたるまでをどっぷりと飲み込んでいった。身体中にさっきの（対応、これでよかったんやろか）が
響く。それはリフレインとなり、なかなかに続き、頭のなかの舞台に『撮り直し隊』なる小隊まで登場しだした頃には、外面は冷
静を装いつつも、もはやこころはわちゃわちゃであった。余談だが『撮り直し隊』はどことなく、あの５人に似ていた。サカナ
クションの新宝島の元ネタになったあれだ。どうでもいいけど。まあそしてだ、脳内のわちゃわちゃが最高潮に達しようとするそ
のとき、舞台袖からひとりの少年があらわれた。そいつは少年のくせに、わちゃわちゃやっとる隊員たちを軽々と、舞台袖へまと
めて押し込んでいった。ああこれはそう、ある強い「ひらめき」だ。私はそんな気がした。ひらめきというものは、うまれた瞬間
において、頭のなかでどんな記憶や想像よりも強力だとおもう。そしてわちゃ隊（略した）が完全に撤退するまでの間、ちゃんち
ゃか流れていた５人コント達の場面チェンジなテーマソングは、場の暗転と共にゆっくりとフェードアウトしていった。残るはま
っくらで、しずまり返る舞台のみ。ややあって、舞台中央をスポットライトが照らすと、高貴な椅子に彼が座っていた。王が座る
ようなでかさの、いい椅子。そこにちょこんと。そして客席の「待ってました」に応えつつ、彼は語りはじめた。

「もし、もしだよ、彼らがさ、やがていつか、あったねー、とか楽しかったね、をやる、その会話の、中にだよ、あははあの人へ
ただったな、とかみたくさ、【あの人】として残るかもしれない。ちょっと恥ずかしいけれどさ、けれども、それってね、悪くな
いかも、と、ぼくは、思ったんよ。思った。」

 
 
なんだろう、そのふわふわした、けれどピュアピュアルーンな主張は、飲み屋街にふっと現れるエアポケットのような、しいんと
した闇の中で友人の後ろをキープし続ける私のこころや頭を、泥沼からざっぱーんと引き抜いてくれた気がした。そしてしだいに
そう『思う』ものなのだ、という妙な確信もうまれてきた。その感情が私をやわらかくつつんでいく。うん、そうだと『思う』よ
。われ思う故にわれ肉まんなり、なんだそりゃ。まあそう思えるくらい、あたたかく、いい気持ちを手に入れた私は、今日を楽し
もう、と思った。すこし先を行く友人に並ぶ。夜はこれからなのだ。

 



2月某日——
 
bar「廃船」（なんたる星が歌会などをするときに集まるbarもといチャットルーム。恋をしている
がマスターを務めている。かわいい店員募集中）で、マスター恋をしているはひとりため息をつ

いていた。

恋をしているは自分を短歌神だと思っているふしがあり、いままで作歌について悩むことがほと

んどなかった（歌ができないことは多々あり）。

恋をしているが作る短歌はすべて素晴らしく、人々の頂点に君臨している為いままで悩む必要が

なかったのだ。それが——

 
ないのだ。

 
全知全能神恋をしているがいままで経験したことのない唯一の事

 
絵

 
短歌を絵にしてもらったことがない。

 
前号のなんたる星でその寂しさのあまり自分で「かわいいロボット」を描いてみたが、あまりの

画力の無さに落ち込み（しかし嫌がらせのつもりで掲載）、あまつさえどこがかわいいのかを説

明してしまったりもした。

 
これではいかんざき

 
恋をしているは「これではいかんざき」と思った

 
恋をしているが「これではいかんざき」と思った時、必ず誰かが助けに来てくれる。

 
ギイ

 
山中千瀬「はたらきたくない」

 
廃船の扉を開けて入ってきた女神は「はたらきたくない」鳥だった。





そんな訳で、山中さんに僕は自作の短歌１０作を山中さんに見てもらい、そのうちの１作品をイ

ラストにしてもらいました！！僕得！！！！いいだろ！！！！！！！

めっちゃかわいい。

もともとこの歌は、「本当は飲まない方がよくなるんだけどね」って言いながら薬を飲むおばさ

んを何人か見たことがあって「じゃあ、飲まなければいいのに」ってでもその時は全然思わない

んですよね。

「分かってるんだけどね」っていうそういう時のなんかうわーって感じがあって、そのうわーの

違和感をののーっと歌にしたということだったんですが（何を言っているのー？）、見事に可愛

い二人のでもやっぱりちょっと危険な香りの絵にしていただいて、うわーーーーんんん！！！

 
 
ちなみに今回も恋をしているの性格の悪さがバッチリでて、「なるべく絵になりそうもない」歌

をセレクトしたので、山中さんは非常に選ぶのも描くのも大変だったと思います。

そんな山中さんの選歌理由が下になります。

 
 

○本当は飲まない方がよくなる、とへんなくすりを渡されている

　たぶんそう言われなくても「へんなくすり」とは感じていて、その「わかりながらそうして

いる」ようなことがとても好きなので。「実は共犯」みたいなのはすごくかわいい。これだと渡

されてる図を描けばいいだけだから簡単だなともおもいました（すみません……）。
 
 
 

いや、本当にこちらこそすみませんで

した！！！！！！！！！！！！！！！！

！！！！！！！！！！！！！！！！！

！！！！！！！！！！！！！！！！！

！！！！！！！！！！！！！！！！！

！！！！！！！！！！！！！！！！！



！！！！！
店たたみます。

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスター　恋をしている




